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全国の舞台へ挑戦する選手を激励
全国大会等出場者壮行式（夏季）

生涯
学習課

壮行式に参加した皆さん

　

７
月
21
日
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

ホ
ー
ル
で
、
全
国
大
会
な
ど
へ
出
場
す
る

人
を
対
象
に
、壮
行
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
壮
行
式
は
、
個
人
34
人
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
八や

た
が
い谷
恭き

ょ
う
す
け介
市
長
と
桂け

い
と
う藤

和か
ず
お夫
市
議
会
議
長
が
激
励
の
挨
拶
を
行

い
、
牧ま

き
は
ら原
明あ

き
と人
教
育
長
か
ら
出
場
者
一
人

一
人
に
祝
金
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
を
代
表
し
て
、
令
和
８

年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会 
第
53
回
全

日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
出

場
す
る
小お

の野
颯そ

う
す
け佑
さ
ん
が
力
強
い
決
意
表

明
を
述
べ
、
大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し

た
。

■
出
場
者
（
敬
称
略
）

第
50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

あ
き
た
総
文
２
０
２
６

（
７
月
28
日
～
30
日
／
秋
田
県
秋
田
市
）

写
真
部
門

小お

だ田　

歩あ
ゆ
み美
（
庄
原
格
致
高
３
年
）

香か
が
わ川　
　

凛り
ん

（
庄
原
格
致
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手

権
大
会　

 M
iss Dance Drill Team

 
Japan Com

petition 

２
０
２
６

（
７
月
24
日
～
26
日
／
東
京
都
渋
谷
区
）

HIPHOP

男
女
混
成
部
門Sm

all

編
成
・

HIPHOP

女
子
部
門Sm

all

編
成

新し
ん
も
と本　

聖き
よ
ら來
（
創
志
学
園
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会

三
笠
宮
賜
牌　

第
73
回
全
国
高
等　

学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
７
月
23
日
～
26
日
／
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡

那
智
勝
浦
町
）

男
子
個
人
対
抗
戦
65
㎏
級

内う
つ
み海　

鼓こ
て
つ鉄
（
三
次
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

陸
上
競
技
大
会

秩
父
宮
賜
杯　

第
79
回
全
国
高
等
学

校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

（
７
月
30
日
～
８
月
５
日
／
滋
賀
県
彦
根
市
）

男
子
走
高
跳

黑く
ろ
な
が永　

拓た
く
み海
（
沼
田
高
３
年
）

男
子
や
り
投
げ

杠ゆ
ず
り　

航こ
う
た
ろ
う

太
朗
（
弓
削
商
船
高
３
年
）

女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

児こ
だ
ま玉　

結ゆ
い
か香
（
沼
田
高
２
年
）

女
子
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

松ま
つ
お尾
怜れ

い

さ

衣
紗
（
広
島
皆
実
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

空
手
道
競
技
大
会

第
53
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
手

権
大
会

（
８
月
６
日
～
９
日
／
兵
庫
県
姫
路
市
）

女
子
団
体
組
手

矢や
ぶ
き吹　

緋あ
か
ね音
（
広
島
国
際
学
院
高
２
年
）

第
53
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
８
月
４
日
～
８
日
／
神
奈
川
県
平
塚
市
）

谷た
に
も
と本　
　

健た
け
る（
広
島
み
ら
い
創
生
高
３
年
）

第
64
回
全
国
高
等
学
校　
　
　
　
　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会

（
８
月
１
日
～
４
日
／
安
芸
太
田
町
）

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
競
技
（
女
子
）

栗く
り
も
と本　

ら
ら
（
西
城
紫
水
高
２
年
）

第
４
回
全
日
本
高
校
生
ス
ポ
ー
ツ　

射
撃
競
技
選
手
権
大
会

（
８
月
１
日
～
４
日
／
安
芸
太
田
町
）

ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
立
射
競
技
（
女
子
）

大お
お
も
り森
衣え

り

こ

里
子
（
西
城
紫
水
高
１
年
）

第
26
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道　

選
手
権
大
会

（
８
月
13
日
～
15
日
／
東
京
都
調
布
市
）

小
学
６
年
生
女
子
組
手

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち
（
板
橋
小
６
年
）

小
学
４
年
生
男
子
組
手

矢や
ぶ
き吹　

菜な
つ
き月
（
板
橋
小
４
年
）

小
学
３
年
生
男
子
組
手

香か
が
わ川　

駿し
ゅ
ん
か夏
（
庄
原
小
３
年
）

小
学
１
年
生
女
子
組
手

三み
か
み上　

蓮れ

な夏
（
板
橋
小
１
年
）

矢や
ぶ
き吹　

彩あ
や
は羽
（
板
橋
小
１
年
）

日
本
女
子
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

（
８
月
26
日
～
28
日
／
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖

斐
川
町
）

山や
ま
お
か岡　

瑠る

い生
（
関
西
福
祉
大
２
年
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
２
６　
石
川
大
会

（
９
月
12
日
／
石
川
県
金
沢
市
）

空
手
道
競
技　
男
子
組
手
１
部

加か
と
う藤　

貢こ
う
い
ち一

第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
８
月
29
日
～
30
日
／
青
森
県
十
和
田
市
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
公
開
競
技
）

倉く
ら
う
え上　

義よ
し
ひ
こ彦

中な
か
は
ら原　
　

巧
た
く
み

全
日
本
少
年
少
女
武
道
（
銃
剣
道
）　

錬
成
大
会

（
８
月
５
日
／
東
京
都
千
代
田
区
）

団
体
試
合
錬
成
（
中
学
生
）

個
人
試
合
錬
成
（
中
学
３
年
生
）

細ほ
そ
か
わ川　

椋り
ょ
う
た汰
（
東
城
中
小
３
年
）

田た
な
べ邉　

宇う

み海
（
東
城
中
小
３
年
）

団
体
試
合
錬
成
（
中
学
生
） 

個
人
試
合
錬
成
（
中
学
１
年
生
）

宇う

え惠　

桔き
っ
ぺ
い平
（
東
城
中
１
年
）

田た
な
べ邉　

空そ

ら宙
（
東
城
中
１
年
）

木き
し
た下　
　

健た
け
る

（
東
城
中
１
年
）

長は

せ谷　

琉り
ゅ
う
せ
い星
（
東
城
中
１
年
）
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平和への願いを未来へつなぐ
令和８年度戦没者追悼式並びに平和祈念式典

風を切り、高原を駆ける
第27回ひろしまクロスカントリー大会

ラジオ体操で爽やかな一日のスタート
2026 年度夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

社会
福祉課

生涯
学習課

生涯
学習課

管財課
ゴールを目指して駆け抜ける選手たち

みんなで元気にラジオ体操！

式辞を述べる八谷市長

朝日を浴びて心地よい汗を流す参加者

献花する参列者

前列左から
㈱加島建設 代表取締役 加島俊次さん、㈱大歳組 専務取締役 　
京本憲幸さん、八谷市長、㈲中田建設 代表取締役 中田和克さん、
㈱角栄組 代表取締役 柳田修孝さん
後列左から
㈱加島建設 松田 誠さん、㈱大歳組 宮脇新悟さん、田坂伸介さん、
㈲中田建設 中田凌輔さん、㈱角栄組 桑原常之さん

　

戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
令
和

８
年
度
庄
原
市
戦
没
者
追
悼
式
並
び
に
平

和
祈
念
式
典
を
８
月
19
日
、
み
ど
り
し
ん

き
ん
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
市
民
や
遺
族
な
ど

３
５
２
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
八
谷
市
長
が
「
先
の
大
戦

の
惨
禍
を
直
接
知
る
世
代
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
悲
劇
の
記
憶
や
教
訓
と
先

人
た
ち
か
ら
託
さ
れ
た
平
和
へ
の
願
い

を
、
決
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
伝
承

す
る
と
と
も
に
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続

け
る
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使

命
。
緑
ゆ
た
か
な
自
然
と
温
か
い
人
の
絆

が
息
づ
く
こ
の
庄
原
の
地
で
、
誰
も
が
笑

顔
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

平
和
な
社
会
を
築
き
、
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
小
学
校
６
年
生
の
美び

と
う藤

梨り

の乃
さ
ん
と
政ま

さ
き木
汐し

お
り織
さ
ん
が
「
私
た
ち

は
、
平
和
へ
の
願
い
を
世
界
中
の
人
た
ち

に
届
け
ま
す
。
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

平
和
な
未
来
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
行

動
し
続
け
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」

と
平
和
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
追
悼
吟
詠
、
ジ
ュ
ニ
ア
合

唱
団
や
ま
び
こ
に
よ
る
合
唱
、
口
和
本
の

会
に
よ
る
朗
読
、
庄
原
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
祭
壇
に
献
花
し
、
２
９
２
３

人
の
戦
没
者
の
御
霊
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、
恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

８
月
22
日
、
道
後
山
高
原
ク
ロ

カ
ン
パ
ー
ク
で
、「
第
27
回
ひ
ろ

し
ま
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」

を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
総
勢

１
０
０
３
人
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

緑
豊
か
な
道
後
山
高
原
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
特
設
コ
ー
ス
を
舞

台
に
、
２
歳
か
ら
89
歳
ま
で
幅
広

い
年
代
の
選
手
が
参
加
。
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
仲
間
や
家
族
か
ら

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
力
強
く
駆
け
抜
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
然
の
中

で
気
持
ち
良
く
走
る
こ
と
が
で
き

た
」「
来
年
も
挑
戦
し
た
い
」
な

ど
の
声
も
聞
か
れ
、
道
後
山
高
原

な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
、
上
野
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
で
、「
２
０
２
６
年
度

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な

の
体
操
会
」
を
開
催
し
、
市
内
外

か
ら
６
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
体

操
会
。
今
年
は
全
国
37
会
場
で
実

施
さ
れ
る
体
操
会
の
一
つ
と
し
て

庄
原
市
で
開
催
さ
れ
、
当
日
は
早

朝
か
ら
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
指
導

者
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ジ
オ

体
操
第
一
と
ラ
ジ
オ
体
操
第
二
を

元
気
よ
く
実
施
。
会
場
に
は
爽
や

か
な
朝
の
空
気
の
中
、
笑
顔
と
活

気
が
あ
ふ
れ
、
体
を
動
か
す
楽
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
普

段
は
一
緒
に
体
操
す
る
機
会
の
少

な
い
世
代
も
、
同
じ
会
場
で
体
を

動
か
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

世
代
を
超
え
て
一
緒
に
体
操
を

楽
し
む
こ
と
で
、
参
加
者
同
士
の

交
流
も
深
ま
り
、
健
康
づ
く
り
へ

の
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
早
朝
の

爽
や
か
な
空
気
の
中
、
み
ん
な
で

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
気
持
ち
の

良
い
一
日
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
庄
原
市
優
良
建
設
工

事
施
工
業
者
の
認
定
式
な
ら
び
に

優
良
技
術
者
の
表
彰
式
を
７
月
23

日
、
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
公
共
工
事
の
品

質
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、
建
設

会
社
の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し

契
約
額
５
０
０
万
円
以
上
の
建
設

工
事
に
つ
い
て
、
品
質
や
安
全
対

策
な
ど
を
評
価
す
る
評
定
点
が
82

点
以
上
（
満
点
１
０
０
点
）
の
施

工
業
者
お
よ
び
技
術
者
を
認
定
・

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
７
年
度
に
完
成
し
た
対
象

工
事
47
件
の
う
ち
、
認
定
基
準
を

満
た
し
た
４
社
を
「
優
良
建
設
工

事
施
工
業
者
」
と
し
て
認
定
し
、

工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
５
人
を

「
優
良
技
術
者
」
と
し
て
表
彰
し

ま
し
た
。

　

認
定
制
度
を
創
設
し
た
平
成
20

年
度
か
ら
、
㈱
加
島
建
設
は
４
度

目
、
㈱
大
歳
組
は
10
度
目
、
㈲
中

田
建
設
は
３
度
目
、
㈱
角
栄
組
は

初
め
て
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
谷
市
長
は
認
定
書
と
表
彰
状

を
手
渡
し
「
今
後
も
本
市
建
設
業

の
担
い
手
と
し
て
、
一
層
活
躍
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
そ
の
栄

誉
を
称
え
ま
し
た
。

全国の舞台へ挑戦する選手を激励
全国大会等出場者壮行式（夏季）

生涯
学習課

団
体
試
合
錬
成
（
小
学
５・６
年
生
）

個
人
試
合
錬
成
（
小
学
５・６
年
生
男
子
）

長は

せ谷　

希き
り
ゅ
う琉
（
小
奴
可
小
５
年
）

団
体
試
合
錬
成
（
小
学
５・６
年
生
）

個
人
試
合
錬
成
（
小
学
５・６
年
生
女
子
）

宇う

え惠　

心こ
は
る春
（
小
奴
可
小
５
年
）

個
人
試
合
錬
成
（
小
学
４
年
生
）

木き
し
た下　
　

歩あ
ゆ
む

（
小
奴
可
小
４
年
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会　

第
53
回　

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
８
月
20
日
～
23
日
／
山
口
県
山
口
市
）

男
子
３
０
０
０
ｍ

小お

の野　

颯そ
う
す
け佑
（
東
城
中
３
年
）

第
１
０
８
回
全
国
高
等
学
校　
　
　

野
球
選
手
権
大
会

（
８
月
５
日
～
22
日
／
兵
庫
県
西
宮
市
）

宮み
や
の野　

快か

い生
（
鳥
取
城
北
高
３
年
）

松ま
つ
な
が永　

悠ゆ
う
し詩
（
福
山
高
３
年
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会　
　
　
　
　

第
57
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

（
８
月
18
日
～
21
日/

岡
山
県
岡
山
市
）

女
子
団
体
・
女
子
個
人
57
㎏
級

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾
）

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯　
　
　
　
　
　
　
　

全
日
本
少
年
柔
道
大
会

（
９
月
20
日/

東
京
都
足
立
区
）

中
学
生
女
子
の
部

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾
）
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８
月
12
日
に
庄
原
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
で
「
空
き
家
対
策
講
演
会
」
お
よ

び
「
空
き
家
の
無
料
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
に
一
般
社
団
法
人

あ
き
や
ね
っ
と
庄
原
代
表
理
事
で
司
法
書

士
の
飯い

い
だ田
一い

っ
せ
い生
さ
ん
を
迎
え
、
県
内
か
ら

27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
相
続
登
記
義
務
化
」
や
「
空
き
家

放
置
の
リ
ス
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
空
き

家
問
題
の
解
決
例
に
つ
い
て
約
１
時
間

講
演
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
時
折
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
講
演
会
終
了
後
の
参
加
者
か

ら
は
「
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く

知
れ
て
よ
か
っ
た
。ま
た
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
前
に
申
し
込
み
を
し
た
６

組
を
対
象
に
「
空
き
家
の
無
料
相
談
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
相
談
者
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
や
希
望
に
応
じ
て
、
専
門
家
が
相

続
手
続
き
や
空
き
家
の
管
理
・
活
用
に
つ

い
て
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
一
人
で
悩
ん
で
い
た
が
、

相
談
し
た
こ
と
で
、
今
や
る
べ
き
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
、

問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
方
向
性

を
見
い
だ
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
一
般
社
団
法
人
あ
き
や

ね
っ
と
庄
原
と
連
携
し
、
空
き
家
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
空
き
家
問
題

は
、
相
続
や
登
記
、
管
理
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
絡
む
、
複
雑
な
問
題
で

す
。
空
き
家
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
人

　

７
月
22
日
、
市
役
所
本
庁
舎

で
「
不
審
者
対
応
訓
練
」
を
実

施
し
、
市
職
員
47
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
不
当
要
求
行
為

な
ど
へ
の
対
策
の
一
環
と
し

て
、
職
員
の
危
機
対
応
能
力
の

向
上
と
庁
舎
内
の
安
全
確
保
を

目
的
に
、
庄
原
警
察
署
の
協
力

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
庄
原
警
察
署
の
署

員
か
ら
、
不
審
者
へ
の
対
応
方

法
や
さ
す
ま
た
の
基
本
的
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
講
義
を
受
け

た
後
、
刃
物
を
持
っ
た
不
審
者

が
突
然
暴
れ
る
事
態
を
想
定

し
、
通
報
か
ら
避
難
誘
導
、
防

御
ま
で
の
実
践
的
な
訓
練
を
行

い
、
対
応
手
順
を
全
員
で
確
認

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
実
践
訓
練
を
通
じ

て
、
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
や

職
員
間
で
連
携
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
自
身
の
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
来
庁
者
の
安
全
を
守
る
た

め
の
対
応
力
を
高
め
ま
し
た
。

　

訓
練
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
は
今
後
の
改
善
に
生
か
し
、

引
き
続
き
来
庁
者
と
職
員
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
に
、
安
全

な
庁
舎
環
境
の
維
持
・
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
「
空
き
家
相
談
会
」
は
11
月

11
日
㈬
に
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で

開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

読書の楽しさを伝える「子供司書」を目指して
「子供司書」養成講座

更生への一歩を、地域の支えで
第76回「社会を明るくする運動」庄原市推進大会

被爆者の思いを継承
平和啓発セミナー

教育
指導課

地域
共創課

総務課

政策
企画課

総務課

「子供司書」を目指して、熱心に学ぶ児童

自身の経験を基に講演する田岡さん

　

本
市
で
は
毎
年
、
市
内
の
小
学
５
・

６
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
「
子
供
司

書
」養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
子

供
司
書
」
は
、
学
校
や
地
域
の
図
書
館

で
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
、
子
ど
も

の
読
書
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

本
年
は
市
内
６
校
か
ら
19
人
が
受
講

し
、
７
月
18
日
に
第
１
回
目
の
「
全
体
研

修
」
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
者
は
、
日
本

十
進
分
類
法
の
学
習
や
絵
本
の
読
み
語

り
、
ポ
ッ
プ
作
り
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
参
加
し
た
東
小
学
校
５
年
の

藤ふ
じ
も
と本
千ち

さ紗
さ
ん
は
、「
読
み
語
り
を
す
る

時
は
、
体
に
絵
本
を
近
づ
け
る
と
見
や

す
い
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
今
日
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
、
学
校
で
読
み
語
り
を

す
る
と
き
に
も
生
か
し
た
い
」
と
話
し
、

今
後
の
活
動
へ
の
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
は
12
月
ま
で
続
き
、
図
書

館
業
務
の
体
験
や
各
学
校
で
の
読
書
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。
活
動
が
認
め
ら
れ

る
と
、
１
月
に
広
島
県
教
育
委
員
会
か
ら

「
子
供
司
書
」
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
23
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
「
第
76
回
『
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
』
庄
原
市
推
進

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
更
生
へ
の
理
解
を
深
め
、
安
全

で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め

の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

開
会
式
で
は
、
古こ

が賀
正ま

さ
あ
き明
広
島

保
護
観
察
所
長
の
代
理
と
し
て
、

松ま
つ
ば
や
し林
初は

つ
え恵
次
長
か
ら
大
会
委
員

長
の
八
谷
市
長
へ
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
の
推
進
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
受
刑
者
雇
っ
て
大
丈

夫
？
？
？
」
と
題
し
、
㈱
豊ほ

う
せ
い生
取

締
役
の
田た

お
か岡
晃こ

う
じ二
さ
ん
が
講
演
。

自
身
の
服
役
経
験
や
家
族
と
の
関

わ
り
を
踏
ま
え
、
受
刑
者
の
雇
用

に
伴
う
葛
藤
や
更
生
へ
の
道
の
り

に
つ
い
て
話
し
、
更
生
の
可
能
性

と
支
援
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

空き家の「これから」を専門家と考える
空き家対策講演会・相談会

来庁者と職員の安全を守る
不審者対応訓練

事例を交えながら講演する飯田さん熱心に講演を聞く参加者

さすまたを使った防御を実践 不審者への対応方法を学ぶ職員

　

市
は
、
原
爆
や
戦
争
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
の
尊
さ

や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
、
平
和
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
８
月
３
日
に
庄
原
市

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
５
日

に
西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で

「
被
爆
体
験
証
言
の
伝
承
講
話
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
被
爆
体
験
伝
承

者
の
藤ふ

じ
い井
文ふ

み
こ子
さ
ん
（
庄
原
会

場
）、
松ま

つ
ば
ら原
一か

ず
ひ
こ彦
さ
ん
（
西
城

会
場
）
が
、
写
真
や
絵
、
当
時

の
広
島
市
の
地
図
な
ど
を
使

い
、
被
爆
者
か
ら
受
け
継
い
だ

原
爆
の
悲
惨
な
状
況
や
、
平
和

へ
の
思
い
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
学
校
の
友

達
や
知
り
合
い
に
、
今
日
の
話

を
少
し
で
も
し
て
い
き
た
い
」

「
被
爆
者
の
年
齢
が
上
が
る
中
、

当
時
を
知
る
人
か
ら
直
接
話
を

聞
き
、
伝
承
し
て
い
く
活
動
は

大
切
だ
と
思
う
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
も
、
戦
争
や
原
爆

に
関
す
る
記
憶
と
平
和
へ
の
思

い
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た

め
、
平
和
啓
発
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

講演を行う松原さん（西城会場） 講演を聞く参加者（庄原会場）


	13p.pdf
	14-17p

